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 報 道 発 表 
 

 
三ヶ日町で出土した銅鐸の展示をはじめました 

使ってみよう！ 
外国人にも 
日本人にも 
わかりやすい 

やさしい日本語 
に  ほん  ご 

 浜名区三ヶ日町で出土した銅鐸を紹介する展示を、三ヶ日支所１階ではじめました。 

浜名区三ヶ日町では、弥生時代後期（約 1,900年前）の銅鐸が４点出土しています。 

展示している銅鐸は複製品ながら、大きさ・文様を忠実に復元したもので、４点を支所の１階

で展示することは、今回が初めてです。貴重で壊れやすい実物に代わり、レプリカをより多くの

人の目に触れる場所に展示することで、地元で出土した銅鐸を身近に親しんでいただくことを

目的としています。 

見どころは、実物と同じ大きさと、デザインの個性です。山田
や ま だ

（分
ぶん

寸
ず

）銅鐸と猪
いのし

久
く

保
ぼ

銅鐸は、

いずれも高さ 96cm ほどの浜松市で出土した中で最も大きな銅鐸です。また、銅鐸の形や文様に

着目すると、鈕
ちゅう

（吊り手）に大きな飾り耳を持つ近畿式（山田銅鐸・猪久保銅鐸）と、鈕に飾

り耳が無い三遠式（荒神山
こうじんやま

１号銅鐸・荒神山２号銅鐸）が混在する当地域の特性が反映されてい

ます。弥生時代のデザインと技術の高さ、他の地域との繋がりに要注目です。 

 

記 

 

１ 名 称  三ヶ日町の銅鐸展 

２ 内 容  銅鐸の複製４点と解説パネルの展示 

３ 期 間  2025年５月１日（木）から当面の間 

４ 会 場  三ヶ日支所１階玄関ホール北側 

５ 開館時間 平日８時 30分～17時 15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展示状況 銅鐸４点の詳細 


